
Copyright(C)Dynamic Marketing Co. Ltd. 2013 All rights reserved. 

流通とＳＣ・私の視点 
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ＳＣの多様化の４つの方向と６つの融合とは(その１)!! 

 

ＳＣは成長期(日本では 1970～1980 年代の 20 年間のＣＳＣの「成長期」と 1990～2000 年の 20 年間のＲ

ＳＣの成長期)から、「飽和期」(ほとんど全国的にＳＣが行き渡った時期、日本では 2011～2015 年)、さら

に「成熟期」(ＳＣの飽和期の後はマダガスカルの猿のＤＮＡの多様化の理論に基づくＳＣの業態の多様化

で、ＳＣ量と質の両方の拡大期・日本では 2016～2035 年？)となります。 

ＳＣの成熟期はＳＣの多様化(１つのマーケットの中に性格の異なるＳＣが３ヶ所以上成立し、互いに棲

み分けして、もう１つあって欲しいＳＣづくりを客が望む時代)となります。この多様化の要因は「客の限

りなき欲望の高度化と多様化」(一定の満足を得るとより上位レベルの満足を求める現象)です。 

客は、基本的には「スタンダード型ＳＣ」である一番標準的なＳＣを“まず望み”ます。しかし、客はス

タンダード型ＳＣができて一定の期間が経過すると、スタンダード型ＳＣが持つ満足が体かしていきます。

これは、スタンダード型ＳＣが物理的な満足度が低下するのではなく、客の心理的満足度が低下するのです。

いわゆる「当たり前化」(飽きる化)するのです。これを「ＳＣの時間経過による限界効用逓減の法則」と呼

びます。それゆえに、ＳＣは成熟期になると多様化します。 

ＳＣの多様化をアメリカ等の事例や日本の特定の事例から見ると次の「４つの方向」と「６つの異質型動

機のＳＣの融合」です(六車流：流通・マーケティング理論)。 
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ＳＣの多様化の４つの方向と６つの融合のマトリックスマップ
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